
今回は夏祭りの一コマをイメージしてみました。
ミケ猫ちゃんは金魚すくいにチャレンジ、それを応援する黒猫ちゃん。
皆さんもコロナ禍ですが楽しい夏を～





「昼あそび会」「ヤマアソビ KIDS CLUB」・・・青木佑太さんご夫妻
「こどものちから」でお世話になった経験から、地元群馬の小児医療センターでも
同じように子ども達の遊び場を作りたいと思い、病院近くの公民館で子どもの遊
び場&子ども食堂を始めました。詳細はFacebookを見てくださいね。
「らいちょろCH」・・・小宮山充さんご夫妻
我が子「らいか」君の名をとり「らいちょろCHぷろと」と言うYouTubeを立ち上げ、
趣味の「軽トラキャンピングカー」で楽しみを動画配信しています。収益は息子の
闘病中にお世話になった機関に寄付できればと考えています。チャンネル登録
お願いしま～す(*^o^*)



～こどものちから事務局より～
静岡県立こども病院図書室で司書として長年こども達と向き合ってこられた塚田薫代さんとの
出逢いは、こどものちから設立当初のことです。団体を設立したものの、運営方法や方向性など、
どのようにするのが良いのか、迷ってばかりで、具体策が見つかりませんでした。迷い子のよう
な事務局。メンバーの紹介から｢本を通してこども達や地域を活性化したい。」という集いが行
われ参加しました。そこで巡り逢ったのが、静岡から参加されていた塚田さんでした。｢病院に連
れてこられても病棟に入れないきょうだいの支援をしたい。｣という私たちの思いに賛同して協
力を申し出てくださいました。そのころ小児待合室にある絵本は、小児病棟のプレイルームから
のおさがりの絵本でした。立ち寄ってくれるお子さんや親御さんに手に取ってもらえる絵本にす
るために、9年間18回に渡り、通信を通して絵本を紹介していただきました。｢見るだけ・眺めるだ
けで笑える絵本｣「年齢に関係なく楽しめる絵本」｢心を元気にしてくれる絵本」コロナ禍にあっ
ては｢心をコントロールできる絵本」などなど、事務局からのリクエストは、多岐に渡りました。無
茶ぶりと思えるようなリクエストに塚田さんはそのたびに真摯に答えてくださいました。おかげ
さまで小児待合室にある絵本は、立ち寄ってくださる方々の状態に即した、手に取りやすい絵
本がそろいました。通信の｢絵本紹介｣を楽しみにされた方も多かったことと思います。本当に感
謝しかありません。このたび、退職を迎えられ通信の｢絵本紹介｣コーナーは、残念ながらひとた
び終了となります。本当にありがとうございました。そしてこれからも関わっていただけますと
大変嬉しく思います。

息子とお母さんの会話をとおして、様々な涙のシーンが出てきます。
「ぎゅっとだきしめてほしくてないてしまう日、おとなになるためになく、
わたしたちのこころははてしないうみのようなもの、どうしてもあらしは
さけられない だからなくのかもしれない。ことばでいいつくせない。
ただなきたくてなくこともあるはず」

美しいイラストとラストが心に静かに沁みてきます。当院のお母さん達に好評です。

おともだちは人間とは限りません。動物だって立派なおともだち！
「おまえほんがすき、 おれほねがすき」
｢おまえとおれ、 ぜんぜん違う。 だけどともだち」
絶好調のいぬ目線が大好き

入園して初めてお友達ができたゆうなちゃん、
ドキドキとちょっぴりの不安は新しい一歩につきものです。
世界が広がっていく様子はとても微笑ましい！
同時に人を思いやる気持ちもはぐくまれるのでしょう。
やわらかなタッチの絵もほのぼのします。
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命を育む食の中にお楽しみの「おやつ」があります。最近のマイブームは手作りおやつ。
色とりどりでたくさん陳列されたスーパーのお菓子コーナーを横目に、材料コーナーへ。
砂糖はこんなに種類があるんだ、小麦粉は国産かな？ 米粉も使ってみようかな、とワ
クワク。黒糖と重曹で作る黒糖まんじゅう、米粉のホットケーキ、ヨーグルトとフルーツの
簡単ゼリー。次は、きなこと蜂蜜だけで練り上げるきなこ棒にも挑戦したいな、と懐かし
いおやつで昭和トリップを楽しんでいます。
皆さんは、どんなおやつで大きくなったのでしょう？ こどものころ無料でパンの耳を
もらいに行くのは長女の私の役目、美味しいパンの耳かりんとうを作ってもらえるなら、
と意気揚々と。 普段は、煮干しや硬いイワシせんべいが多く、柔らかいケーキなどの
洋菓子は誕生日などの年何回かでしたが、それが丈夫な歯や骨を作り、噛むことによっ
てよく頭を働かせなさい、という親の願いだったのかもしれません。
近年、保育園で勤務していた時、アレルギーの子どもの多さに驚きました。
中には17種類だめ、と避ける種類が多く、重症化しやすい子もおり、注射を持参してきて
いました。ただ、一緒のメニューが食べられないことが可哀想、と思っているのは大人
だけで、生まれた時からずっとそうなので、本人は自分の食べ物はこれ、と理解し美味
しく食べていた表情には救われました。
また認知症のデイケアでは、笑顔が多いのはやっぱりおやつの時間。
そこで認知症予防クッキーをみんなで手作り、ウコンやシナモンなど
スパイスで血流を良くする願いも込めて焼き上げました。きっと良く
なるわ、と笑いながら。
甘いものは、心に優しく染み入りつい笑顔を誘います。心が落ち着き、
お茶を飲んでまた話も弾みます。世代を超えて万人のお楽しみのおやつ。
おうち時間も慣れてきた今、少し手間をかけておやつ時間を楽しんでみませんか？

大妻女子大学児童学科1～2年生には、「児童学基礎体験演習」
という科目があります。ボランティア活動団体登録をした団体
に参加して、「今後の学習や児童教育に活かしていこう」という
取り組みです。「こどものちから」は、2015年から7年間、学生さん
達の受け入れをしています。

今回は14団体中12団体が、説明会に参加しました。団体活動を説明するために、どの団体も
いろいろと工夫していました。「こどものちから」のブースでは、オリジナルテーブルクロス
を広げたテーブルの上に、紙芝居風のコラージュや待合室で人気のビヨヨンへびやカリン
バなどを準備して、学生の皆さんに見てもらいしました。昨年ボランティア活動に参加して
くれた学生さん（2年生）が6名助っ人として参加して、感想を伝えてくれたのは、とっても心
強かったです。
残念ながら新型コロナ感染症対策のため、今も病院内での対面
活動は、休止中です。けれど内部研研修やクリスマスカード作りを
通して、「きょうだい支援」の必要性や様々な環境下でがんばって
いるこども達がいることを知ってもらえたら、有意義な時間にな
ると期待しています。


